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１．はじめに 

某大学の大型電子計算機にラン(Dendrobium)園芸品種の交雑記録のデータベースを構築し、遺伝的特性を検索した研究を

某栽培系学会で研究発表したのは学部2年生の1982年だった。しかし、発表セッション、座長の対応から、「農業・農学

にコンピュータは不要」というメッセージを強く感じた。ところが、日本農業気象学会は「情報システム研究部会」を作

り、「ハッカー」と呼ばれ、異端者として各大学で途方に暮れていた我々の研究に価値を見出して厚遇した。この先見性に

は深く感謝している。近年の農業情報研究の隆盛は、当時の否定的な農業界で密かに研究していた者からすると、本当に

夢のような時代が到来したと嬉しく感じる。私は農業応用の研究を40年間続け、本テーマの経験・思索量には多少の自信

を持つ。これに基づき、私見を述べてみる。ご批評賜れば幸いである。 

２．農業での知的情報処理 

情報工学では、研究マインドを高め、新規性主張のために、キーワードが次々

創出・更新されていく。しかし、ヒトのようにうまく情報処理するシステムを

目指して、コンピュータ、メモリ、センサ等のハードウェアデバイスのパフォ

ーマンス向上に対応したソフトウェアの探求の点では普遍的である。AI(人工知

能学)とは、コンピュータモデルを使い、ヒトの知を解明する学問である。とこ

ろが、今の対象は応用AI、しかも、ほぼ学習モデルに限定される。展開される

さまざまな研究について、模式的に表すと図 1 のようになる。沢山覚えて少し

考えるのか、少し覚えて沢山考えるのか、どちらがAI的なのだろうか。そして、

今の機械学習は統計であり、平均的な世の中の常識的結果が得られる。異常気象、需給バランスなど、農業は想定外の事

象だらけである。これが農業応用に対する私の懸念である。 

３．施設園芸生産応用の意義 

露地柑橘生産すると約500 Yen m-2 y-1、施設トマト生産す

ると約10000 Yen m-2 y-1の売り上げである。施設は品種だけ

でなく作型を制御可能である。これが、当時高価だったコ

ンピュータが野菜生産施設の環境制御に応用された理由で

ある。当時は日射フラックスで変温管理設定値を変調する

制御で省エネと増収できる点が評価されていた。1984年、

施設園芸生産でのコンピュータ応用の将来を外挿した研究

を図 2に示す。発展が急速な分野とは言え、環境モニタ、

インターネット、クラウドサーバ、SaaS利用など、この提

案が実用化するのに30年以上を要した。スマート化に資す

る知的情報処理の研究として、均一・精密化環境制御によ

る同化量増加・増収、コンピュータビジョンによる成育量把握や病虫害発見などの研究が盛んである。しかし、私には戦

後の食料増産時代の目的設定のように感じられ、これだけでは間もなく行き詰まるのではないかと懸念する。今後は、需

給バランスを計測・制御し、ネットワークを使って逆張りのようなゲーム理論的マーケッティング戦略ができるなど、生

産者に増益を確実にもたらす模索をする必要があると考える。さらに、農業気象を対象とするならば、異常気象・気象災

害による施設生産のリスクを回避するため、予測だけでなく、発生時の被害逓減法を支援する模索はどうであろうか。 

４．まとめ 

 機械学習とは、情報エントロピーの大きいノイジーな情報から、いかにしてそれを小さくして意味ある情報にするかを

学ぶことである。これまでは、学習結果を弁別・特徴抽出目的として応用してきた。視覚情報が多い農業で、画像診断・ロ

ボットビジョンなどに多用される理由である。最近は、ホワイトノイズの情報エントロピーを、キーワードのバイアスで

小さくして意味ある情報を創る、いわゆるプロンプトAIが注目されている。これまでは、学習データセットの増量用途程

度であったが、生成情報の多様性・品質が急速に向上している。これを施設園芸にどう応用するか、腕の見せ所だと思う。 

図2 階層分散型環境制御システムの予想通り施設園芸
のスマート化が実現 (Hoshi and Kozai, 1984) 

図１ 情報処理二軸による研究分布 
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